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 Abstract  : This paper describes the possibilities of Anti-Racism Education by George  Dei. 

As an Afro-Canadian scholar and community activist, he interrogates why the process of 

schooling and education has become a reproduction of any type of discriminations (such as 

race, social class, gender, and  sexuality). Especially, race has become the categorization of 

the people under both colonialism and imperialism since the  16th Century. He emphasizes 

that all discriminations have intersections with one another. Therefore, it is necessary for us 

to consider them without separating these  relations. 

   In order to meet the diversity of the current population, we need schooling and educa-

tion to be more inclusive. The cultures, which students bring from homes and their commu-
nities can be an important source at school. He criticizes that European ways of knowledge 

exclude visible minority students' one. Therefore, teachers and educators should be trained 

to accept the cultural diversity from each student. And some of them should have the simi-

lar backgrounds with their students. 

 Dei recommends that African-centric education can give the hints to create Anti-

Racism Education. He points out to make more than one center in the European based 

school education. Creating centers in classroom enables visible minority students to feel 

more accepted at their school. It is important to have spaces of students' cultures  from their 

home and community.

要 旨:本 稿 は 、 ア フ リ カ系 カ ナ ダ 人 研 究 者 で あ り活 動 家 で あ る ジ ョ ー ジ ・デ イ

(GeorgeDei)が 唱 える 反 人 種 差 別 教 育 の 可 能 性 とそ の課 題 を考 察 す る 。彼 は社 会 の

あ ら ゆ る差 別形 態(例 え ば 、人 種 ・階 級 ・ジ ェ ンダ ー ・セ ク シ ュア リテ ィな ど)の 交

差 点 を"問 い直 す（interrogate)"。 そ して 、教 育 の 現 場 か ら そ の 社 会 的 背 景 を理 解 す

る こ と に よ って 、植 民 地 主 義/帝 国 主 義 時代 か ら誤 っ て解 釈 され た 人種 の概 念 や 、 そ

の ため に教 育 に もた ら され た不 平 等 を問 い 直 す 。

増 え続 け る黒 人 生徒 の ドロ ップ ・ア ウ トにつ い て 、 生徒 た ちが 学校 か ら落 ち こ ぼれ

て い くとい う よ り も学 校 が生 徒 た ち を プ ッ シ ュ ・ア ウ トして い る、 とデ イ は指 摘 す

る。 そ の原 因 と して 、学 校 の 中 に生 徒 た ちの 文 化 が 不 在 して い る こ と。 ま た、 黒 人
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(他の有色人種 を含 む)生 徒 にとってモデルとなるような、同じような文化的背景 を

持った教員がいないことをあげている。

学校人口が多様化 してい く中、ますます学校 自体が多様化 していくことが求められ

ている。反人種差別教育は、ヨーロッパ系の知識中心だった学校が もっと中心性 を増

や してい くことを要求する。そ して、さまざまな文化的背景 をもつ個々の生徒たちが

自分たちの居場所を学校の中に見出すことができ、社会参加につながるようになるこ

とを促す。その視点 として、デイはアフリカ系中心主義 を提示する。

1は じめ に

さ ま ざ まな 教 育 の課 題 は2１ 世 紀 に持 ち越 さ

れ る こ とに な っ たが 、 中で も人 種 差 別 はそ の ひ

とつ に あ げ られ る だ ろ う。 そ して 、 人 種 差 別 が

教 育 にお け る卑 劣 な 問題 と して数 世 紀 に もお よ

ん で一 部 の 人 た ち を苦 しめ て い る こ と は隠 す こ

との 出来 ない 事 実 で あ る。 何 よ りも、 教 育 現 場

で 人種 差 別 が 再 生 産 さ れて い る な らば 、 今 こそ

教 育 の 目的 や そ の意 義 を問 い 直 さ なけ れ ば な ら

な い 。 １980年 代 に イ ギ リス で 始 ま っ た 反 人 種

差 別 論 は、 そ の後 、 ア メ リ カ ・カ ナ ダ ・オ ース

トラ リア な どの 多民 族 国家 に広 が って い く。 反

人種 差 別 教 育 は 、特 に差 別 や制 度 的 な不 平 等 に

つ い て弱 か っ た多 文 化 教 育 を後 押 し し、場 合 に

よっ て は そ れ を支 え る よ う な立 場 で 展 開 して い

っ た(May,1999)。 なぜ な ら、 反 人 種 差 別 の発

端 自体 が地 元 コ ミュ ニ テ ィの政 治 的 苦 闘 か ら湧

き出 た た め で あ る 。

本 稿 で は 、 カ ナ ダ ・トロ ン トを 中心 に反 人 種

差 別 教 育 の研 究 者 と して、 ま た活 動 家 と して従

事 して い る ガ ー ナ 出 身 の ア フ リカ系 カ ナ ダ 人、

ジ ョー ジ ・デ イ(GeorgeDei)の 視 点 を紹 介 し

な が ら、 反 人種 差 別 教 育 の可 能'性とそ の課 題 に

つ い て 論 じて い く。 デ イ は彼 の反 人 種 差 別 に 関

す る 理論 と実 践(Anti-RacismEduｃation_The-

ｏryandPracice-)の 中で1)、"問 い 直 す(inter-

rogate)"と い う表 現 を用 い て い る。 こ れ は 、人

種 ・入種 差 別 ・反 人種 差 別 の 問題 にか か わ る個

人 の 政 治 的 闘 い や 自分 自身 を見 直す と い う肯 定

的 な や り方 を 示 す の に使 わ れ る。 こ の表 現 は 、
`検 討 す る(

examine)"と い う よ う り も、 さ ら

に政 治 的 関与 を含 む の で あ る。 彼 は 、 教 育 そ の

も の が 政 治 的 行 為 な の だ 、 と 見 な す(Dei,

1996)。 反 人 種 差 別 教 育 は 、 わ れ わ れ の 直 接 的

か つ 間接 的 な行 為 を問題 に してい る。

多 文化 主 義 国 家 で あ りなが ら、 個 人 の 「能力

主 義」 を重 ん じる カ ナ ダ の 白人 主 流 社 会 にお い

て 、 ヴ ィ ジブ ル ・マ イ ノリ テ ィが日々 経 験 す る

事 柄 は 見 過 され が ち で あ る。 い まだ に、 カナ ダ

で 生 ま れ た有 色 人 種 の 子 ど も た ち は 、 「ど こ の

出 身?」 とい う思慮 な い大 人 の言 葉 を浴 び て い

る(Okuno,1993;Dei,Mazzuca,Mclssacand

Zine,1997)。 あ た か も主 流 社 会 の 考 え を正 当化

す る よ う に権 力 を牛 耳 る者 た ち に は、 ヴ ィジブ

ル ・マ イ ノ リテ ィの声 が ます ます 届 か な くな っ

て い る。 特 に本 稿 で は 、 この よう な現 状 を踏 ま

えて 、 反 人 種 差 別 教 育 を進 め てい く上 で 参 考 に

な るで あ ろ うデ イが 唱 え る ア フ リ カ系 中心 主 義

的 な考 え方 つ い て 述べ る こ とにす る。

2ジ ョー ジ ・デ イが問 うカナ ダの教 育 の現 状

カナ ダ は、 さ ま ざ まな 民族 出身 者 や そ れ らの

子 孫 た ちで 構 成 され 、 国連 か ら多 元 主 義 国 家 と

して 選 ばれ て い る。 そ の 中 で もオ ン タ リ オ州 の

トロ ン トに関 して は、 そ の 人 口 の半 数 以 上 が 外

国 で 出 生 して い る。 しか し、 カ ナ ダ の教 育 は、

そ の 歴 史 の 過 程 で 権 力 を握 っ て きた ア ン グ ロサ

ク ソ ン系 の 教 育 が い まだ に強 く根 付 い てい るの

が 現 状 で あ る。 デ イは そ の よ うな カ ナ ダの 教 育

を ヨ ー ロ ッパ 系 北 米 と し、 そ の シス テ ム をつ く

り上 げ る社 会 的 関 係 につ い て以 下 の よう に疑 義

を投 じる。

われわれの教育機関内に存在する人種、エ
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ス ニ シテ ィ、 階級 、 ジ ェ ン ダ ー とい う複 雑

な 関 係 につ い て批 判 的 に考 察 す る と、 学校

が どの よ うに 一部 の生徒 を優 遇 し、 一 方 で

他 の 生 徒 を無 視 して い るか につ い て、 い く

らか 洞 察 をえ る こ とが で き る。特 に、 教 育

関係 職 員 や教 育 者 は、 なぜ 学 校 が 一 部 の 若

者 を脱 落 させ る か、 言 い換 え れ ば、 なぜ 一

部 の 生徒 が学 校 か ら脱 落 す るか を よ く理解

す る必 要 が あ る。(1996:38-39)

つ まり、 批 判 的教 育 者 た ちが 、 学校 は い か に社

会 の 支配 的 な イ デ オ ロギ ー を再 生 産 す るか に焦

点 を 青 い て き た が(Giroux,1983;Apple,

1986;McCarthy,1990)、 デ イ(1996)は そ れ

以 外 に も権 力 関係 に よ って差 別 的 に位 置付 け ら

れ た集 団 間 の争 いの 場所 で あ っ た こ と を指 摘 し

て い る の で あ る。 そ して 、黒 人生 徒 の ドロ ップ

・ア ウ ト率 が 増 加 し続 け て い る教 育 の 問題 の 中

で、 生徒 と学 校 の 関係 を深 く理 解 しよ う と して

い る。

ヨ ー ロ ッパ 系 北 米 の学 校 に通 うマ イ ノ リテ ィ

の生徒 た ち は 、 自分 た ちの居 場 所 や拠 り所 を求

め てい る。 なぜ な ら、北 米 の学 校 には 、 マ イ ノ

リ テ ィの 生 徒 た ちの文 化 や、 自分 た ち の文 化 を

肯定 的 に理 解 しよ う とす る教 員 が 存 在 して い な

い と見 な してい るか らだ。 また、 マ イノ リテ ィ

の 生徒 た ち に と同 じ よ うな文 化 的背 景 を もつ モ

デル に な る よ うな教 員 が ほ とん どい な い こ とに

つ い て も 指 摘 し て い る。Bourdieu(1977)の

「文 化 的 資 本 」 やBanks(1993)の 「家 庭 文 化 」

な どで 、 い か に生 徒 た ち の生 得 の 文化 が学 校 生

活 に関連 す るか が述 べ られ て きたが 、 デ イは、

ア フ リ カ系 の生 徒 た ち も同 じよ うに 自分 た ちの

文 化 を 学 校 に 求 め て い る こ と を 強 調 して い る

(Dｅi,Mazzuca,Mclssac,andＺine,1997)。 さ も

なけ れ ば 、彼(女)ら は 自分 た ちが 疎 外 され て

い る よ う に感 じて 学 校 か ら離 れ て い く。 つ ま

り、 ドロ ップ ・ア ウ ト(DroP-Out)と い う よ り

も プ ッ シ ュ ・ア ウ ト(Push-out)の 生 徒 の ほ う

が 、学 校 か ら離 脱 す る 現 象 が 起 こ る の で あ る

(Del, 1996)

3ジ ョージ・デ イが求 め る反 人 種 差 別 教 育 と は

西 洋 中心 的 な文 明 が 歴 史 上、 首位 を占 め て き

た こ と に よ っ て 、 そ れ 以 外 の 知 識 形 態 は 「未

開」 や 「野 蛮」 であ る と され て きた 。 この背 景

に は 、後 に他 の理 論 に も影 響 を与 え る こ とに な

っ た社 会 的 ダー ウ ィ ン主 義 の 人 間 に生 物 進 化 論

の”適 者 生存 論"を 当 て は め た 見解 に よる。 つ

ま り、 人 種 そ の もの の概 念 が 、 社 会 の 中 で意 図

的 に分 類 され て きた カ テ ゴ リー な の で あ る こ と

を デ イは確 認 す る(1996)。 そ して 政 治 ・経 済

面 の み な らず 、教 育 に 関 して も、西 洋 中心 的 な

文 明 は非 白人社 会 の持 つ 固有 の文 化 や その 文 化

継 承 方 法 を抹 消 して い く こ と に な っ た(シ ヴ

ア、1991)。

ヨー ロ ッパ 系 の 北米 の学 校 で教 え られて い る

カ リキ ュ ラム は、 学校 人 口 の多 様 化 に対 応 しき

れ て お らず 、 ヨーロ ッパ系 の 教 授 法 が 中心 と な

って い る。反 対 に、 反 人種 差 別 教 育 は 、現 実 的

な変 化 に応 じる こ とが で きる よ うに、 包 括 的 な

ス ク ー リ ン グ の概 念 を基 本 とす る。 この 概 念

は 、 エ ス ニ ック ・マ イ ノ リテ ィを含 むす べ て の

マ イ ノ リテ ィが 肯 定 的 な 自己 を見 出す こ とが 可

能 で あ る こ とを意味 す る。 そ の ため に以 下の 三

点 が 基 本 に あ る。

〈包 括 的 なス ク ーリ ン グの基 本 的 な概 念>

① 第 一に、 公 平性 を扱 う こ と。 す なわ ち 、

正 義 の質 的 価値 を扱 う こ と。

② 表象 に関 す る疑 問 を述 べ る こ と。 す な わ

ち 、学 術 的論 説 、 知 識 テ ク ス トの 部 分 と し

て確 固 に守 られ た 見解 に対 して 多 様 性 を も

つ こ と。

③ 学 校 は、 多様 性 の挑 戦 に対 応 で きる指 導

的 実践 をつ くる こ と。 す な わち 、 学校 シ ス

テ ム の 中や 、 よ り広 い社 会 で 、 杜 会 的構 築

や差 異 の 構造 化(例 えば 、 人種 、 階級 、 ジ

ェ ンダー 、 セ ク シ ュ ア リ テ ィ、 年 齢 、 能力

の諸 問題)に 対 応 す る こ と。
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 (Dei,  1996: 146)

つ ま り、 反 人種 差 別 教 育 は、 人種 の み に焦 点

を置 くの で は な く、統 合 的 な反 人種 差 別 主義 と

して 、 あ らゆ る社 会 的差 異(人 種 、 階級 、 ジ ェ

ン ダ ー 、 セ ク シ ュ ア リ テ ィ、 身 体 的 能 力 、言

語 、 慣 習 、信 条 や 宗教 な ど)が 、 人 日 の 生活 の

中で 交 差 して い るた め に起 こ る社 会 的抑 圧 の ヒ

エ ラル キ ー を阻 止 し よ う とす る(Dei,1994)。

4包括的なカリキュラムを展開するための問い:

マルチセン トリック教育

1991年 にオ ン タリ オ 州 の教 育 委 員 会 が 中 学

・高 校 生 を対 象 に行 っ た調 査 か ら、 い か に人種

に よっ て ドロ ッ プ ・ア ウ ト率 が 異 なる か を明 ら

か に した2)。 そ の調 査 は 、黒 人 生 徒 の36%が6

年 以 内 の卒 業 を満 たす の に不 十 分 で あ る こ とを

示 した(一 方 で 、 白人26％ 、 ア ジ ア系18%)。

この結 果 は、 黒 人生 徒 側 が 学 業 に従 事 す る こ と

は 困 難 で ドロ ッ プ ・ア ウ ト(Drop-out)し て い

くの で は な く、 制 度 が 彼(女)ら を プ ッシ ュ ・

ア ウ ト(Push-out)し て い く傾 向 が あ る。 こ の

よ うな統 計 結 果 か ら、 さ ま ざ まな人 種 的集 団 や

個 々 の生 徒 が 経 験 す る こ とを 中心 に教 育 の 中 で

位 置付 け る 「マ ル チ セ ン トリ ック な教 育 」 の あ

り方 を実 践 教 授 法 や伝 達 法 の 中 で支 持 して い く

必 要性 が あ る。

デ イ はLi&Bolaria(1988)を 引 用 し て 、

「人種 に関 す る政 治経 済 的 か つ ネ オ ・マ ル ク ス

主 義 の説 明 は 、肌 の色 が もつ 明確 な経 済 的価 値

指 摘 し た」 点 に つ い て 述 べ て い る(1996:

98)。 そ して、 人種 形 態 の 社 会 的 含 蓄 を実 際 に

用 い る と、 「い か に経 済 と家 父 長 制 の 問 題 が 、

歴 史 的 に人種 差 別 、 階級 主 義 、 性差 別 的 イデ オ

ロギ ー と独 断 的 な見 解 を生 み 出 す の に 貢 献 した

か につ い て 、無 視 す る こ と はで きな い 」 と、 指

摘 して い る(1996:98)。 この 観 点 か ら考 え る

と、 学 校 とい う組 織 こそ が 、 家 父 長制 の 政 治 の

中 で経 済 的 に生 徒 を さ ま ざ ま な差 別形 態 に ラ ン

ク付 け して きた こ とが伺 え る。

カ ナ ダの 教 育 が ヨー ロ ッパ系 の認 識 方 法 のみ

を 中心 と して い る こ とが 、 白人以 外 の生 徒 に と

っ て彼(女)ら の 多 元 性 に答 え て い な い こ とに

な る。 つ ま り、 も っ と中 心 とす る とこ ろ を増 や

す こ とが 、 反 人 種 差 別教 育 が 求 め る 「マ ル チ セ

ン トリ ッ ク 教 育(Multi-centric education)」 で

あ り、個 々 の 生 徒 を 肯定 的 に(か つ 、 積 極 的

に)受 け とめ る こ とが で き る。

以 下 は 、 「マ ル チ セ ン トリ ック な教 育 」 を実

行 す る際 に 問 われ る ポ イ ン トをあ げ る 。

① 生徒全員が、学校施設内にある利用可能

な資源や物資に平等にアクセスできるか。

② 学校で何が教えられているか。

③ 何が教えられていないか。既存の教科書

の中で、何が省略された り、拒否 された

り、誤って表現されているか。

④ 誰によって、どのように教えられるべき

か。

⑤ 上記の四番 目の質問や学校に関する決定

を他にも行 う際、誰が最高権力を握ってい

るか。

⑥ 公平なカリキュウラムを紹介 した り、

「公平な実践教授法」に従 事する背後 に

は、どのような政治的企図が あるか(Hiｌ

1iard,1992)。

⑦ 教育者は、生徒全体にとっていかに真な

る民主的な教育環境 をつくれるか。

⑧ 授業の進め方は、生徒たちが 「ディープ
・カリキュラム3）」の側面すべてを問い掛

けるために、必要な批判的思考に欠かせな

いスキルをそなえているか。

⑨ どのようにマイノリティ、女性、貧困の

人日が表現されているか。

⑩ 誰によって、どのように、何がエキゾチ

ック化され、統合化され、本質化されてい

るか。

⑪ 権力、特権、抑圧、不均等がいかに伝え

られ、扱われているか。

⑫ どんな声、意見、経験が取 り入れられて
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いるか。誰が、そして、どのように黙 らさ

れているか。

⑬ どんな責任が拒否 されているか。

⑭ 使用する授業の工夫は、生徒が、人種、

エスニシティ、階級、年齢、身体的能力、

ジェンダー、セクシュアリティを含むクラ

スでの言説について批判的に再検討するの

に役立つか。

⑮ 教育者は、生徒が、公平な学校の公約 と

人種差別性差別、社会での抑圧や不平等に

関する他の形態 という現実の間に存在する

矛盾に取 り組んでいくために、どのように

準備 しているか。

⑯ 教育者は、いかに自分の学校内の際に関

して確信もって断言できるか。

⑰ 教育者は、生徒が学校 に持 ち込む文化

を、「文化酌価値」も しくは 「文化的お荷

物」 と見なすのか。

⑱ 教育者は、学校内で生徒自身の 「存在が

分かること」をつ くりだすために、いかに

生徒の手助けとなるか。

⑲ 教育者 は、一人 一人の生徒 を個人 とし

て、もしくは集団の構成委員の一人とし

て、いかにかかわるか。

⑳ 教育者、生徒、その他のスタッフは、い

かに非支配権力的な空間を占め、分かち合

うことができるか。

(Dei,1996:155-6)

5ヨ ーロッパ系中心知識

VSア フリカ系中心知識

ヨー ロ ッパ 系 中心 知 識 の 学 校 にお い て 、知 識

の 二 分 化 が 指 摘 さ れ て き た 。 ミ ラ ー(1996:

1)は 、 下 記 の よ う に人 間 の 生 活 が 自然 か ら離

れ てい っ て細 分 化 して い っ た こ と を批 判 す る。

Nature at its core is interrelated and dynamic. 

We can see this dynamism and connection in 

the atom, organic system, the biosphere, and 

the universe itself. Unfortunately, the human

world  since the industrial revolution has 

stressed compartmentalization and standardi-

zation. The result has been the fragmentation 

of life.

セ ル ビー(2001:2)は 、 この よ う な 知 識 の 二

分 化 をデ カル ト派 の思考 法 に 由来 す る と し、 下

記 の よ う に わ れ わ れ の 生 活 が い か に 入 間 中 心

(AnthrOpocentric)に 偏 っ て い る か を 説 明 して

い る。

We try to understand how something works 

by dividing it into what are held to be its  dis-

crete component parts. If an identified part 

malfunctions, we tend to it without reference 

to the whole. Understanding  — and control 

— are archived through compartmentalizating
, 

pigeonholing, and analyzing, through atomism 

or reductionism. Separation is the name of the 

game.

人種差別をはじめ、あらゆる差別がわれわれの

社会に未だに蔓延っているという事実は、教育

そのものの価値を問い直す きっかけとなるだろ

う。セルビーが危惧するように、われわれの知

識形態 が西洋中心的に、われわれとその周辺の

関係 を二分化 していっているのであれば、その

過程の中で権力関係 による差別的な行為が行わ

れる可能性は高い。よって、反人種差別教育

は、二分化 しがちなわれわれの価値の形成に一

石を投 じてくれるといえよう。また、反人種差

別教育には、植民地主義や帝国主義が起こる前

から続いていた人間と人間以外の生 き物の関係

を修復するさまざまな視点も含まれている。

以下は、現在 において も主流であるヨーロッ

パ系北米の教育 に対 してジョージ ・デイが考案

するアフリカ大陸中心の知識からなる12の 基

本原則を示す。これ らは、人間と自然の関係を

再考する意味で、ヨーロッパ系中心の教育を問

い直す基本点があげられている。



① すべての知識は、社会的かつ自然的世界

を観察した り、経験することに基づいて、

蓄積された知識である。思考には市場原理

はない。知識はヨーロッパ中心の考え方で

は、買われた り、売られたりするものとさ

れているが、この原則は知識と経験の間の

結びつきを理解するものである。それは、

また、知識は完全な権威を有 していないと

いう立場 も取る。コミュニティが伝統的知

識の文化的かつ政治的な貯蔵庫であるとい

うことは、個人や集団が知識の生産や普及

において排他的な所有権、支配、過程を有

することを必ず しも意味する ものではな

い。

② われわれは、すべてが社会的かつ自然的

世界の学習者である。そのような社会的学

習は、人類が有する直感的かつ分類的側面

を発展 させるために、個人化されなければ

ならない。言い換えれば、認識方法のすべ

ては、主観的で経験的な知識の一部分に基

づいている。そのような個人的主観による

学習過程の認識によって、社会変革の原因

において、個人が精神的かつ感情的に投資

することを可能にする。特に、知識の習得

が身体と精神の相互作用の過程であること

を強調する。

③ すべての知識は、個人、集団、 自然界 と

の相互作用の課程を通 じるのと同様 に、個

人、家族、杜会 との相互作用からも生み出

される。この原則は、世界の自然界的かつ

精神的な力(例 えば、祖先や神 の力など)

に加えて、社会集団の連帯的活動にかかわ

っている。

④ 人間は自然界の一部分である。われわれ

は自然界から独立 して存在 しているので も

ないし、それを支配 しているのでもない。

この原則 は、われわれの基本的な人間性

が、自然や環境 を支配するというより、そ

れらに関連している重要性を語る価値ある

システムであることを示す。このような人
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間性は、世界を綿密に研究し、支配する対

象 として表す よりも、む しろ和解の部分を

強調する。

⑤ 人間の社会的現実を理解することは、社

会 に対 して全体的な視野をもつことであ

る。社会の社会的、政治的、宗教的構造は

互いに結びついていて、例えば、政治を、

経済、文化、宗教、宇宙学、家族親族関係

から切 り離せない ことは周知の事実であ

る。

⑥ 歴史と社会的変革は、人間の手段 と無関

係 に完全 には存在 しえない過程である。に

もかかわらず、変革の遂行自体が神聖視 さ

れているうちは、人間は自然界の力の恵み

(例えば、祖先の魂など)に より社会変革

を予期し、起こすことができる。

⑦ われわれの社会と自然界は、不確かなこ

とに満ちている。どんな知識の中にも、確

実性は存在 しない。社会的かつ 自然界につ

いて不確 かなことが多いので、どんな認識

方法 も明瞭なものではない。人間は、 自分

の世界について完全に説明しようと骨を折

って努力 しすぎる必要はない。

⑧ 人間は、地球を所有 してい るのではな

い。すべての生 き物が祖先の時代から地球

を借 り続けているのであり、そしてもし、

社会慣習的または個人の物質的必要性 を満

足させる過程で自然を破壊するなら、祖先

の激怒を招 くであろう。

⑨ 個人の概念は、自分が構成員であるコミ

ュニティとのかかわ りで唯一の意味をな

す。連続的な精神は、個人の気持ちよりも

強い。個人の特有性は、パーソナリティ、

精神的な要素、才能、「運命」 とい う意味

で認識される。 しか し、そのような個人化

は、より広い社会的かつ政治的脈絡におい

て定義されなければならない(Bray,Clarke

&Stephens1986;Sernali&Stambach1995

参照)。

⑩ 社会におけるそれぞれ個人的かつ集団的
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な権利は、いくつかの基本的な責任 と結び

ついている。その哲学的議論は、誰 もただ

では何 も得 られないこと、そ して受け取っ

たものは必ず返さなければならない という

ことである。そうすれば、他者の恩恵を受

けることができる。

⑪ 生命の形態のすべては、対になった関係

で存在する(Holmes1995,ハ ワイの例を

参照)。 また、この原則が示す ことは、人

間は、固定化 した線状の時間の枠組みとい

うよりも、連続的な時間の枠組みの中で生

きているということである。従って、人生

の中で、そのような細部に分割された分類

(若い と老い、個人 と相互、精神 と肉体、

人間的と政治的、社会的と自然的など)は

存在 しない。このような生命の事実を扱う

には、人間は社会的かつ自然的関係のすべ

てが調和するような重複 しない思考方法が

必要である、と言われている。つまり、先

住的な認識方法は分割された分類には基づ

いていない。

⑫ 知識と人間の存続は、一緒に手を取 り合

って進んでい く。つまり、われわれは実践

から理論を分けることはできない。人間の

生き残 りへの鍵は、文化の伝達によって、

そ して事例 と実践(コ ミュニテ ィ活動 な

ど)を 通じて教えることによって、次の世

代へ と知識 を伝 えてい く社会の能力であ

る。(Dei,1996:178-181)

6結論と今後の課題

反人種差別教育の目的が、「差異あるコミュ

ニティ」を肯定的 に受け入れてい くのであれ

ば、多様性 と同じ数の中心性を認めることにな

る。そして、反人種差別教育の可能性 として、

社会におけるマイノリティに対するこれまでの

理不尽な見方が問い直されていくだろう。

以下は、デイの示す反人種差別主義に基づ く

アフリカ大陸中心的実践教授法の7つ の基本的

テーマである。

① ヨ ー ロ ッ パ 系 北 米 の 脈 絡 にお け る教 育

は、 関連 す る ヨー ロ ッパ系 中心 の枠 組 み を

決 して 取 り除 く こ とは で き な い 。 なぜ な

ら、 ほ とん どの 教 育 者 が ヨー ロ ッパ 系 中心

の 知識 の 中で 教 育 を受 け た か らで あ る。 教

育 者 は、 これ を 自分 の生 徒 に受 け継 が せ が

ちで あ る。 そ れ に もか か わ らず 、 ア フ リカ

大 陸 中心 の 実 践教 授 法 の よ うな対 立 す る論

説 を通 じて 、 批判 的 な教 育 や可 変 的 な学 習

を実践 す る こ とが 、 わ れ わ れ の世 界 につ い

て知 るた め の 唯一 正 当 な方 法 と して、 ヨー

ロ ッパ系 中心 の 知 識 に挑 戦 し う る の で あ

る 。 「すべ て の 人 々 が 他 の 経 験 の 中 に お い

て も中心 に位 置 す こ と を 学 び 、(そ し て)

そ れ を有 効 にす る こ とが で き、 そ して 、 誰

か別 の人 を中 心 に移 す ため に、 誰 か を 『中

心 か ら外 す』 必 要 は 全 く な い・・・・ た

だ 、継 続 して適 切 に 『中心 を旋 回 』 しな け

れ ば な ら な い とい う こ と を理 解 す べ きだ

(BarkleyBrown,Caraway,1991:192参

照)。

② ア フ リ カ大 陸 中心 の教 育 の よ う に、 学 校

に お ける教 育 の オ ー ル タナ テ ィブ な反 人種

差 別 の形 態 が 、黒 人 ・ア フ リ カ人 の 若 者 に

とっ て異郷 とい う脈 略 の 中 で 、 自分 た ち の

ア フ リカ人 的 な こ とを再 発 見 す る の に役 立

ち、 そ して ポ ジ テ ィ ブ な ア フ リカ の伝 説 や

価 値 と調 和 す る生 き方 や 考 え方 を生 み 出 す

手 助 け と な る た め に 必 要 で あ る(Lee-

Ferdinand,1994参 照)。

③ 学 校 の 中 で 反人 種 差 別教 育 を成 功 させ る

こ とは、大 部 分 が 価 値 、信 条 、 多様 な 地域

の 文 化 的伝 統 につ い て学 ぶ 生 徒 の 能力 に よ

る もの で あ り、 そ れ に よ って 社会 的 、感 情

的 、 心理 的福 利 が 強 化 され る 。 ア フ リカ系

中心 の教 育 は、 特 に 、 ア フ リカ大 陸 出 身 の

子 孫 で あ る生 徒 が 、 自分 の家 や コ ミュ ニ テ

ィの 文化 、 そ して 他 の 文化 との相 互 結 合 を

理解 す る こ とを促 し た り、確 か め る こ とが



できる。

④ 伝統的な西洋の教育が、長い間、ヨーロ

ッパ系のコミュニティでないものは歴史で

はないとして定義 してきた。オールタナテ

ィブな反人種差別主義の実践教授法は、ア

フリカ大陸中心の知識のように学校の母体

がもつさまざまな構成要素の豊かで多様な

し史実性 を強調するのを促進することがで

きる。そのような知識は、生徒が 自分のコ

ミュニティについて知ることに統制 を受け

る現状に挑戦することをエ ンパワメントす

るように、カリキュラムの移 り変わりの中

で権力を配分させることになろう。カリキ

ュラムを結論づけることは、周縁化された

集団の 「声、見方、視点に加えて、経験、

歴史、苦 闘、勝利」について語 るだろう

(Banks,1992:33)。

⑤ 伝統的な学校は、社会の最善なるものと

して、「競争」 よりもむ しろ 「協力」を強

調することによって、オールタナティブな

授業の実践 を高めるための反人種差別主義

のカリキュラムを必要とする。アフリカ大

陸中心の知識に伴 う授業は、コミュニティ

の考え方や社会的責任 を強調す る。た と

え、グローバル市場 や経済の近年の動 向

が、競争を求めていても、学校はどのよう

に競争が、もっと公平で公正なや り方で追

求されうるかを教えるであろう。

⑥ 伝統的な学校は、道徳的で全体的な視野

からの教育を強調するオールタナティブな

反人種差別主義の実践教授法 を必要 とす

る。この教授法は、生徒自身が、精神的に

自分の文化、言語、コミュニティの肯定的

な価値と自分自身を結びつけることを教 え

る。アフリカ大陸中心の実践教授法は、生

徒個人を精神的かつ道徳的起訴 に結びつけ

ることを求める。それは自尊心を育て、他

者 を尊重 し、そして区別せず、排他的でな

いやり方で他者 とかかわってい く重要性を

認めることができるようになるためであ

る。授業の精神的側面におけるアフリカ系

中心の強調は、生徒全員が自分の物質的存

在 と選択肢に存在する精神的順序の間に関

連性を見出すために、学校内に安全な環境

をつ くることである。

⑦ 学校内で、反人種差別教育を促進するに

は、われわれの人口が多様であることを反

映するために新 しい教員を雇うことに加え

て、(反 人種差別に携わる人たちによって)

教員を再教育することが必要である。教員

の中には、必然的にアフリカ系中心主義者

も含まれる。それは、特にアフリカの子孫

の人日に、そして一般 的な他の人々に、何

を提供 しなければならないかを見極めるた

めに、アフリカの過去、文化、伝統の批判

的な問い直しを企てるという意味において

である。さらに多様化 した授業のプログラ

ムを続けることを目的に、包括的な学校環

境が、マイノリティの若者が効果的な学習

結果に到達するためや、生徒 を奨励する専

門家 としての授業を追求するために生み出

されなければならない。

(Dei,1996:186-189)

アフリカ大陸中心の実践教授法がそなえる実

践教授法は、他に中心性を持つ教授法 と共有す

る価値観は多 くあるだろう。ただ、今後の課題

として、現在の教育現場で どれだけの○○中心

的教育が受け入れられるかが問題である。いか

に、多 くの中心性を学校の中につ くり上げてい

くかは、学校組織や教員の裁量のみならず同じ

多様性 をそなえる地域 との協働が必要になるか

らだ。

多様性を受け入れる学校をつ くるためには、

個人の意識変化 も必要である。近年における多

文化教育の立場が唱えるように、個人的な目的

のために他の文化を理解するのではな く、民族

対立する国家や世界に存在する問題を解決して

い くためのアクティブ ・シティズンズ(Actlve

citizens)の 育 成が 求 め られ てい る(Banks,
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1992)。 ま た 、地 球 市 民 とい う こ と ば に も

あ る よ うに、 人 権 擁 護 や 地 球 環境 の 保 全 とい っ

た価 値 観 を一 国 家 とい う枠 組 み だ け で 考 え るの

で は な く、 大 きな地 球全 体 の レベ ル で 実 行 して

い く よう な教 育 が ます ます グ ロ ー バ ル 化 して く

わ れ わ れ の 社 会 に 求 め ら れ て い る(箕 浦 、

1997） 。今 後 、新 た な差 別 問 題 を 学 校 の 中 で 温

存 させ な い た め に も、 また 学校 を構 成 す る人 口

の 多 様 性 に対 応 で きる た め に も、教 育 に包 括性

が 求 め られ て い くだ ろ う。

注

1)ジ ョー ジ ・Ｊ・セ プ ア ・デ イ著、奥 野 ア オ イ

訳、『人種差別をこえた教育-差 別 のない教育 を

目指 して』、明石書 店、2003年 、22-23項 参照。

 2)  Brown. Robert, Maisy Cheng, Maria Yau & Su-

 zanne Ziegler.  (1992). The 1991 Every Secondary 

 Survey  :  Initial Findings. Toronto Board of  Educa-tion

3)学 校 の カ リキ ュ ラム に含 まれ る正 式 な部 分

と、隠れた部分 の両方 を指す。
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